
　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
、
当
初
は
開
催
を
自
粛
さ
れ
る

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、最
近
は
通
常
の
開
催
、Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
、Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
会
場

で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
な
ど
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。今
回
は
、２
０
２
２
年
８

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
８
月
月
例
研
究
会

日　

時　

８
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

古
典
研
究
「
傷
寒
金
匱
の
流
れ
に
つ
い
て
」、
平
成
薬
証
論
解
説
：「
茯

苓
・
猪
苓
」
に
つ
い
て
、
実
践
講
座
「
五
苓
散
・
猪
苓
湯
」
に
つ
い
て
、

皇
漢
医
学
：
第
２
巻
294
ペ
ー
ジ
８
行
目
か
ら

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
：
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
福
岡
医
師
漢
方
研
究
会
８
月
例
会

日　

時　

８
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
半
～
８
時
半

会　

場　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
博
多
新
幹
線
口（
福
岡
市
博
多
区
中
央
街
５

─14
福
さ
屋
本
社
ビ
ル
５
Ｆ
）　

Ｗ
ｅ
ｂ
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
予
定

内　

容　

基
礎
講
座
、
学
術
講
演
会
：「
未
定
」（
山
方
勇
次
）

問
合
せ　

協
賛
メ
ー
カ
ー（
ツ
ム
ラ
、大
杉
製
薬
、小
太
郎
、ク
ラ
シ
エ
）の
担
当
者

●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
32
回
）
８
月
講
座

日　

時　

８
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
４
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

漢
方
の
基
礎
理
論
「
陰
陽
論
」（
小
山
直
弥
）、
生
薬
解
説
：
水
蛭
・
虻

虫
・
䗪
虫
（
瘀
血
剤
の
虫
類
生
薬
）（
中
村
成
代
）、
類
聚
方
広
義
：
駆

瘀
血
剤
・
芍
薬
甘
草
湯
類
（
三
上
正
利
）、
漢
方
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
生
薬
・

漢
方
薬
に
関
す
る
医
薬
品
情
報
学
（
牧
野
利
明
）

事
務
局　

日
本
漢
方
協
会
：
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６
階

☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時
迄

E-m
ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp/

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
32
期
８
月
講
座

日　

時　

８
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
の
予
定

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館
（
京
都
市
山
科
区
）

内　

容　

瀉
下
薬
：
大
黄
・
芒
硝（
清
水
涼
）、
大
黄
・
芒
硝
を
含
む
処
方
の
解
説（
高

橋
宏
和
）、Ｃ
Ｋ
Ｄ
保
存
期
＆
透
析
期
に
対
す
る
漢
方
治
療（
和
田
健
太
朗
）

事
務
局　

松
田
久
司
☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・７
６
２
・５
６
１
２（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）甄

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
第
１
回
漢
方
医
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　

時　

８
月
26
日
（
金
）・
27
日
（
土
）（
ラ
イ
ブ
配
信
）

会　

場　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
10
月
31
日
（
月
）
ま
で

大
会
長　

日
本
東
洋
医
学
会
会
長　

伊
藤
隆

テ
ー
マ　

現
代
日
本
の
漢
方
医
学
を
世
界
に
発
信
す
る
─
Ｉ
Ｃ
Ｄ
─11
伝
統
医
学

章
新
設
を
記
念
し
て
─

内　

容　
（
各
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
、
演
者
を
明
記
）

　

26
日
（
金
）

　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
セ
ッ
シ
ョ
ン

S1
─01
小
児
科
領
域
に
お
け
る
現
代
の
漢
方
診
療

漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
８
月
）



山
口
英
明
、
張
奎
台
、
森
蘭
子
、
黒
木
春
郎

S1
─02
脳
神
経
疾
患
の
漢
方
治
療

玉
田
真
由
美
、
原
田
佳
尚
、
來
村
昌
紀
、Kw

on Seungw
on

S1
─03
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）・
高
血
圧
に
お
け
る
漢
方
医
学
の
意
義

小
野
孝
彦
、
平
山
暁
、
和
田
健
太
朗

S1
─04 A

cupuncture in Japan, Europe, and A
m
erica

～Looking Back 
on H

istory and T
alking A

bout the Future of A
cupuncture 

and M
oxibustion Japanese A

cupuncture and the W
orld

Eberhard U
lrich

、M
ortiz H

em
pen

、
東
郷
俊
宏
、
水
谷
潤
治

S1
─05
漢
方
薬
の
持
続
的
使
用
に
向
け
た
生
薬
生
産

佐
々
木
陽
平
、
小
松
か
つ
子
、
林
茂
樹
、
小
平
栄
一
、
魏
勝
利

S1
─06 Current status and future prospection of Japanese and 

Chinese traditional m
edicines

諸
田
隆
、
新
井
一
郎
、D

e-an Guo

、
門
脇
真

S1
─07
総
合
診
療
に
お
け
る
漢
方
治
療
の
役
割

吉
永
亮
、
南
澤
潔
、
鍋
島
茂
樹
、Sagar K

am
prath

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ッ
シ
ョ
ン

S1
─08
漢
方
の
歴
史

鈴
木
達
彦
、
向
静
静
、
成
高
雅
、
ヴ
ィ
グ
ル
・
マ
テ
ィ
ア
ス

S1
─09
救
急
・
集
中
治
療
領
域
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
活
用

入
江
康
仁
、
徳
永
健
一
郎
、
加
島
雅
之
、
劉
学
政

S1
─10
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頚
部
外
科
の
漢
方
療
法

金
子
達
、
三
輪
高
喜
、
内
薗
明
裕
、
犬
飼
賢
也

S1
─11
傷
寒
論
の
臨
床
的
意
義

ク
レ
イ
グ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
、
山
岡
傳
一
郎
、
田
中
秀
一
、
黄
煌

S1
─12
女
性
の
健
康
と
漢
方
医
学喩

静
、
福
澤
素
子
、
佐
藤
泰
昌
、
木
村
容
子

S1
─13
歯
科
口
腔
領
域
に
お
け
る
漢
方
治
療

柿
木
保
明
、
山
口
孝
二
郎
、
細
川
亮
一
、
砂
川
正
隆

S1
─14
現
代
医
療
に
お
け
る
漢
方
医
学

中
島
正
光
、
藤
本
誠
、
後
藤
博
三
、
莊
明
仁

S1
─15
現
代
医
学
に
お
け
る
漢
方
診
断
と
四
象
医
学

貝
沼
茂
三
郎
、
川
鍋
伊
晃
、
伊
藤
剛
、K

O
H
 Byunghee

S1
─16
呼
吸
器
疾
患
に
お
け
る
漢
方
薬
の
有
用
性
に
つ
い
て

巽
浩
一
郎
、
相
良
博
典
、
鈴
木
朋
子
、
関
谷
知
樹

S1
─17
新
規
栽
培
技
術
等
に
よ
る
生
薬
生
産
へ
の
挑
戦

後
藤
英
司
、吉
松
嘉
代
、熊
内
雅
人
、唐
輝
、Am

anda C. M
artin

S1
─18 Globalization of T

raditional H
erbal M

edicines
Thom

as Friedem
ann

、HUANG Yu Feng

、河
野
徳
昭
、NAM

 Hyo-Ju

S1
─19
瘀
血
病
態
に
関
わ
る
臨
床
研
究

柴
原
直
利
、
嶋
田
豊
、
森
田
智
、
杜
金
行

S1
─20
機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
の
漢
方
治
療
～
六
君
子
湯
を
中
心
に
～

新
井
信
、
武
田
宏
司
、
鈴
木
秀
和
、Jae-W

oo Park

S1
─21
Ｉ
Ｃ
Ｄ
─11 

伝
統
医
学
章
の
開
発
と
国
内
適
用

渡
辺
賢
治
、
窦
丹
波
、
星
野
卓
之
、
斉
藤
宗
則

S1
─22
循
環
器
領
域
の
漢
方
と
東
洋
医
学

石
上
友
章
、
伊
東
秀
憲
、
中
田
佳
延
、
畝
田
一
司

ス
ポ
ン
サ
ー
ド
・
セ
ミ
ナ
ー

SS1
─01
認
知
症
に
関
す
る
漢
方
薬
の
可
能
性

（
株
式
会
社
ツ
ム
ラ
）

水
上
勝
義
、
岩
崎
克
典
、
石
田
康

SS1
─02
フ
レ
イ
ル
に
対
す
る
人
参
養
栄
湯
の
有
用
性

（
ク
ラ
シ
エ
薬
品
）

矢
田
俊
彦
、
上
園
保
仁
、
乾
明
夫

SS1
─03
Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
疣
贅

（
小
太
郎
漢
方
製
薬
株
式
会
社
）

江
川
清
文
、
渡
辺
大
輔



　

27
日
（
土
）

　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
セ
ッ
シ
ョ
ン

S2
─01
日
本
の
薬
草
園
と
薬
草
博
物
館

高
橋
京
子
、
水
上
元
、
ク
・
フ
タ
、
吉
野
鉄
大

S2
─02 Characteristics of Japanese and K

orean A
cupuncture and 

M
oxibustion

今
井
賢
治
、
河
合
正
照
、
樋
口
亜
紀
子
、D

ongw
oo N

am

S2
─03
漢
方
教
育
の
国
際
化
に
向
け
て

蓮
沼
直
子
、
網
谷
真
理
恵
、
野
上
達
也
、
鄭
瑞
棠

S2
─04
〔
特
別
演
題
〕CO

V
ID

-19 
漢
方
対
応
：
予
防
、
治
療
、
回
復
期
に

お
け
る
臨
床
的
、
薬
理
学
的
側
面
の
解
釈
と
取
り
組
み

伊
藤
隆
、牧
野
利
明
、有
田
龍
太
郎
、並
木
隆
雄
、小
田
口
浩
、高
山
真

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ッ
シ
ョ
ン

S2
─05 Clinical practice and safety of acupuncture in the 

CO
V
ID

-19 pandem
ic: Lessons for the next pandem

ic-
H
ave there been any changes in the em

pirical know
ledge 

of acupuncturists and physicians practicing traditional 
m
edicine since the outbreak of CO

V
ID

-19

？
─

A
tsuko Fritz, Setsuko Pitschm

ann, 
H
ideko Pelzer, Jun-Y

ong Choi

S2
─06
漢
方
腎
虚
概
念
に
基
づ
い
た
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
対
策
に
お

け
る
漢
方
医
学
の
役
割

萩
原
圭
祐
、
石
田
智
滉
、
山
本
浩
一
、
江
頭
隆
一
郎

S2
─07
漢
方
で
こ
そ
治
せ
る
産
婦
人
科
愁
訴
と
疾
患

喜
多
敏
明
、
佐
野
敬
夫
、
槇
本
深
、
礒
濱
洋
一
郎

S2
─08
が
ん
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ケ
ア
に
お
け
る
漢
方
医
学
の
意
義

元
雄
良
治
、
西
内
崇
将
、
上
園
保
仁
、
ジ
ル
ケ
・
キ
ャ
メ
ロ
ン

S2
─09
皮
膚
科
領
域
に
お
け
る
漢
方
治
療
：
基
礎
と
臨
床

安
東
嗣
修
、
清
水
忠
道
、
豊
田
雅
彦
、
前
田
学

S2
─10
泌
尿
器
科
領
域
に
お
け
る
漢
方
医
学
の
意
義

鳥
本
一
匡
、
大
岡
均
至
、
井
上
雅
、
井
手
久
満

S2
─11 Basic Research on A

cupuncture–A
cupuncture A

nalgesia and 
Effects on A

utonom
ic Nerve System

鳥
海
春
樹
、Yong T

ang

、Elisabet Sterner-V
ictorin

、谷
口
授

S2
─12
黄
斑
部
網
膜
水
滞
の
漢
方
治
療

竹
田
眞
、
黒
木
悟
、
山
本
昇
伯
、
陳
麒
方

S2
─13
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
領
域
に
お
け
る
漢
方
医
学
の
意
義

間
宮
敬
子
、矢
数
芳
英
、中
西
美
保
、Dr.Heidrun Reißenweber- Hewel

主　

催　

一
般
財
団
法
人
日
本
東
洋
医
学
会

問
合
せ　

第
１
回
漢
方
医
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
営
業
時
間
：
平

日
９
時
半
～
午
後
５
時
半
）　E-m

ail

：jsom
-contact@

soubun.org

●
第
39
回
和
漢
医
薬
学
会
学
術
大
会
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

日　

時　

８
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

会　

場　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
開
催　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
９
月
11
日
ま
で

大
会
長　

明
治
薬
科
大
学
臨
床
漢
方
研
究
室
教
授　

矢
久
保
修
嗣

テ
ー
マ　

鬼
に
克
つ　

～CO
V
ID

-19

に
対
す
る
漢
方
治
療
～

内　

容

〔
特
別
講
演
〕

ラ
イ
ブ
配
信
：
27
日
（
土
）
午
前
11
時
～
12
時
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

漢
方
製
剤
に
配
合
さ
れ
る
生
薬
の
効
能
に
つ
い
て
の
標
準
化
案
の
提
示

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
生
薬
学
分
野　

牧
野　

利
明

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
〕

　
ラ
イ
ブ
配
信
：
27
日
（
土
）
午
前
９
時
20
分
～
10
時
50
分
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

　
　

和
漢
薬
に
よ
る
免
疫
調
節
（
仮
）



オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
応
用
薬
理
学
研
究
室　

礒
濱
洋
一
郎

富
山
大
学
和
漢
医
薬
学
総
合
研
究
所
生
体
防
御
学
領
域　

早
川　

芳
弘

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

富
山
大
学
和
漢
医
薬
学
総
合
研
究
所
生
体
防
御
学
領
域　

早
川　

芳
弘

北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
臨
床
研
究
部　

遠
藤　

真
理

富
山
大
学
学
術
研
究
部
医
学
系
第
一
内
科　

藤
坂　

志
帆

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
応
用
薬
理
学
研
究
室　

礒
濱
洋
一
郎

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
〕

ラ
イ
ブ
配
信
：
28
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
漢
方
の
応
用
─
薬
理
、
臨
床
、
研

究
、
経
済
の
観
点
か
ら
─

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
和
漢
診
療
学　

並
木　

隆
雄

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
漢
方
・
統
合
医
療
学
共
同
研
究
講
座　

高
山　
　

真

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン医

療
法
人
社
団
ひ
の
き
会
証
ク
リ
ニ
ッ
ク　

伊
藤　
　

隆

　
　

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
感
染
制
御
医
学
講
座　

忽
那　

賢
志

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
漢
方
・
統
合
医
療
学
共
同
研
究
講
座　

有
田
龍
太
郎

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
生
薬
学
分
野　

牧
野　

利
明

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
和
漢
診
療
学　

並
木　

隆
雄

北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所　

小
田
口　

浩

秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
急
・
集
中
治
療
医
学
講
座　

入
江　

康
仁

青
松
記
念
病
院
外
科　

青
松　

直
撥

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
漢
方
・
統
合
医
療
学
共
同
研
究
講
座　

高
山　
　

真

日
本
経
済
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科　

赤
瀬　

朋
秀

〔Special Sym
posium

〕

ラ
イ
ブ
配
信
：
27
日
（
土
）
午
後
３
時
20
分
～
５
時
20
分

K
am

po M
edicine for CO

V
ID

-19 Prevention, T
reatm

ent, and 
Recovery in Clinical and Pharm

acological A
spects

Coordinator
Shin T

akayam
a

（D
epartm

ent of Education and Support for 
Regional M

edicine, T
ohoku U

niversity H
ospital, Japan

） 
Chair

Shin T
akayam

a

（D
epartm

ent of Education and Support for 
Regional M

edicine, T
ohoku U

niversity H
ospital, Japan

） 
T
akao N

am
iki

（D
epartm

ent of Japanese-O
riental

（K
am

po

）

M
edicine, Graduate School of M

edicine, Chiba U
niversity, 

Japan

）

Speaker
T
akashi Ito

（President of T
he Japanese Society for O

riental 
M
edicine, Japan

）

T
oshiaki M

akino

（G
raduate School of Pharm

aceutical 
Sciences, N

agoya City U
niversity, Japan

）

Ryutaro A
rita

（D
epartm

ent of Education and Support for 
Regional M

edicine, T
ohoku U

niversity H
ospital, Japan

）

T
akao N

am
iki, IM

JE
D
I study- prophylaxis group

（D
epartm

ent of Japanese-O
riental

（K
am

po

）M
edicine, 

Graduate School of M
edicine, Chiba U

niversity, Japan

）

H
iroshi O

daguchi

（O
riental M

edicine R
esearch C

enter, 
K
itasato U

niversity, Japan

）

Shin T
akayam

a, IM
JE

D
I study-O

bservation group



（D
epartm

ent of E
ducation and Support for R

egional 
M
edicine, T

ohoku U
niversity H

ospital, Japan

）

〔
次
世
代
を
担
う
若
手
研
究
者
の
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

　
ラ
イ
ブ
配
信
：
28
日
（
日
）
午
前
９
時
20
分
～
10
時
50
分
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

　
　

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
時
代
を
超
克
す
る
若
手
研
究
者
の
力

　
　

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所　

伊
藤　

直
樹

星
薬
科
大
学
生
体
分
子
薬
理
学
研
究
室　

今　

理
紗
子

　
　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

東
京
薬
科
大
学
薬
学
部
医
療
衛
生
薬
学
科　

松
尾
侑
希
子

昭
和
大
学
薬
学
部
臨
床
薬
学
講
座
天
然
医
薬
治
療
学
部
門　

小
池　

佑
果

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
学
科　

前
田　

絢
子

〔
学
会
賞
受
賞
講
演
〕

　
　

が
ん
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ケ
ア
へ
の
和
漢
薬
の
応
用
：
そ
の
サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト

慰
労
法
人
社
団
愛
康
会
小
松
ソ
フ
ィ
ア
病
院
腫
瘍
内
科
・
漢
方
内
科　

元
雄　

良
治

〔
学
会
奨
励
賞
受
賞
講
演
〕

　
　

多
彩
な
効
果
を
持
つ
五
苓
散
の
薬
理
作
用
に
関
す
る
研
究

東
京
理
科
大
学　

薬
学
部　

応
用
薬
理
学
研
究
室　
村
上　

一
仁

〔
一
般
演
題
〕
口
頭
発
表

　

他
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
・
セ
ミ
ナ
ー
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

主
催
事
務
局　

明
治
薬
科
大
学
臨
床
漢
方
研
究
室
馬
場
正
樹

　
　

〒
204
─８５８８
東
京
都
清
瀬
市
野
塩
２
丁
目
522
─１

運
営
事
務
局　

株
式
会
社
コ
ー
ム
ラ
内

〒
501
─２５１７
岐
阜
県
岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
３

☎
０
５
８
・
２
２
９
・
５
８
５
８（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
半
）
FAX

０
５
８
・
２
２
９
・
６
０
０
１E-m

ail

：w
akan39@

kohm
ura.co.jp

●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
４
年
８
月
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

日　

時　

８
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
の
み
の
開
催

内　

容　

生
薬
解
説
（
斎
藤
正
勝
）、
処
方
解
説
（
久
保
山
慎
一
）、
中
医
学
解
説

（
甄
立
学
）、
傷
寒
論
（
甄
立
学
）

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

☎
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
１ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

E-m
ail

：m
anekineko@

chorus.ocn.ne.jp

●
柿
田
塾
８
月
度
定
例
会

「
８
月
の
柿
田
塾
定
例
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止

の
た
め
、
中
止
と
致
し
ま
す
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。




